
ノルマンディーのプルースト巡礼

夢想の地図の工房

中　野知　律

　「フランスの地図のただ中に，

まるで夢のかけらのごとく，私の

ために挿入されたこの土地」（1》

　1985年秋に売り立てに出た2通の手紙のなかで，プルーストは，r終えようとして

いる長い小説」で使う予定の建築用語や教会およぴその所在地の名前にまつわる情報

の確認を求めている（2》。1913年6月半ば頃エミール・マールに宛てて書かれたとさ

れるこの手紙は，小説第一巻の刊行を秋にひかえ，そこに現われる主要な固有名詞の

選択を慎重に行なおうとしている作家の姿を伝えていて実に興味深い（3）。ゲルマント

の名のr可能な語源」とそれにふさわしいr虚構の紋章学」は何か，フランスの特定

の地域にある教会はこれこれの名を持ちうるか，メゼグリーズまたはメレグリーズを

女性名詞とみなした派生形M6s691ise－la・Vineuseは妥当か，Saint－Loup・en・Brayの

中世の戦旗に紋章とともに印された文言は何でありうるかなど，実際の歴史的背景を

ふまえた虚構世界の細かな検討が心がけられているなかでとりわけ目を惹くのは，小

説の二大舞台についてのプルースト自身の説明である。「私の本の一部が繰り広げら

れる町コンブレー」とrノルマンディーの地に私がこしらえたj7ai　forg6バルベック

の名」。コンブレーを取り巻く村々は「ボース平野に」，そしてバルベック周辺の「田

舎のエクスカーション」の地は，「ノルマンディー（ブルターニュに隣接する地域，た

どえぱマンシュ県）」に設定されている。小説の中で，「私はボース平野のどこか，つ

いでマンシュ県のどこかにいるのです」。

　テクストの外からやってきて，虚構世界に生々しい裂目を刻みつける実在の土地と

名の情報を分解吸収しながら生み出された，コンブレーとバルベック。この二つの町

は，十年を越える小説執筆の間にもその「夢の風景」（II，78）を成熟させながら，フ

ランス地図の上をさまよい続ける（4）。そうした夢想の地図の編成には，どのような現
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実との偶然の出会いが，あるいは考え抜かれた創造的意図が働いていたのだろうか。

いかなる因果関係も確証などされないが，エクリチューノレとおそらくは無縁ではない

現実のレフェランスを手がかりに，作家のアトリエの秘密を垣間見てみよう。

ノルマンディーのコンブレー　　水陸両1生の名の痕跡

　内陸ボースに比べれば相対的に海に近いノルマンディーに，海の眺められない田園

風景がないわけではない。しかし海の民ノルマン人の記憶が浸透したこの地方では

、ノ

カルヴァドス県のCombrayとその教会
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「海の要素の力が至るところで弾けていて」（II，193），その「透き通った，紺碧の，塩

辛い空気」を湛えたバルベックの部屋は，「穀粒のようにざらざらして，花粉にまみれ

た雰囲気をまぶした」コンブレーの部屋と対比的に描かれる（1，376）。第一次大戦下，

ドイツ軍の侵攻に曝された町として，コンブレーの位置はランとランスの間あたりの

シャンパーニュ地方に移されるが（5），先の作者の言明を見るかぎり，少なくとも小説

の構想時点でのコンブレーはボースにある。一方，その名前の由来と普通考えられて

いるのは，音の類似から，また小説における機能から，プルーストの父の郷里である

イリエ近郊の村Combresや，無意志的記憶による創作の先駆者の一人とされるシャ

トーブリアンにゆかりのあるCombourgなどである。

　Combrayという名の土地は，バス；ノルマンディー地方のカルヴァドス県に実在

する。ファレーズから21km，カンの南31kmに位置する，オルヌ河支流に挟まれた

小邑コンブレーを訪ねてみると，その地方特有のボカージュ［農地や牧草地の境界を

生け垣や林で囲んだ風景］の蔭から覗く小さな塔を目印に進んでいくうちに，突然視

界が開け，「かすかな潮風∫に吹かれて教会がぽつんと仔んでいる野原に出るのだが，

それは小説の語り手が車で散策したノルマンディーの小さな村々と同じく，rコンブ

レーからメゼグリーズの方向にのぼっていくところで始まる野原に少し似ている」

（III，400）。実際彼は，メゼグリーズの方の散歩でも，田園のモチーフを海辺の要素に

置換えながら描写される野原のなかで，思わずr海だ！」と叫んでしまいそうになる

のだ（1，137）。「風変わりに思える」バルベック海水浴場近くの土地の名も，「本の中

で読んだのなら，コンブレーの近くの幾つかの小邑と関連づけられたかもしれない」

（II，22）と述べる語り手は，この海の町と平野の町との対位法の虚構性に気づいてい

るかのようである⑥。

　このノルマンディーのコンブレーについて，プルーストの書簡は間接的な示唆を含

んでいる。1904年7月10日のアノレベール・ソレル宛の手紙には，政治学学校時代の

外交史の教授が，歴史家G．ルノートノレの著作r帝政期におけるノルマンディーのふく

ろう党蜂起』を評した論文（1901年10月1日のrル・タン」紙掲載）についての言及

があるのだが（7），そこで問題にされているのはまさに，ルノートルによってバルザッ

クの『現代史の裏面』の登場人物のモデルと指摘されたコンブレー夫人なのである。

バス＝ノルマンディーの名家の出のラ・シャントリー夫人の娘と，ブルターニュの騎

士ヴィッサールを巻き込んだ「帝政時代でも一番恐しい政治事件の一つ」としてバル

ザックが描いた小説は，ある歴史上の出来事，カンでの徴税請負の馬車の襲撃事件を

企てたふくろう党員Amand・VictorLeChevalierを邸に泊めたことで連座した
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Aquet　de　F6rollesと，その母親でカルヴァドスのコンブレー生まれのMme　H61ie　de

Combrayという実在の人々の身におこった出来事に着想を得たものであるとルノー

トルは考えている（8）。

　そうしたバルザックの読み方についてのプルーストの関心の深さは，この書簡でソ

レルの論文をめぐって語ったことが，ほぼ同じ形でr胡麻と百合』の序文r読書につ

いて」の注にとりこまれている点からも理解されよう。そこでプルーストは，本のな

かの人生を実人生でなぞりたいという願望は，「純粋な想像力から成っていない，歴史

的実体を有する書物については，一種の迂回によって試みることができる」と述ぺて

いる。「例えば，バルザックの作品はいわば不純であって，精神があまりにも生のまま

の変形されていない現実と混ざりあっているので，時として奇妙にこの種の読みに適

しているのである」（9）。この考察の余波は，やがて自らの小説を書くときに，「真実を

もたぬ地方，純粋なフィクションの地方」（1，130）を創造する努力，例えばノルマン

ディーの想起のうちに浮かぴ上がりながら，海風にのって内陸ボース平野にまで運ば

れ，実在の土地の根を虚構世界に移植されたコンブレーの名の生成にも及んだのだろ

うか。

　いずれにせよ，バルザックの注意深い読者であったプルーストが気づいたかもしれ

ないもう一つのこと，それは『現代史の裏面』の主人公の次のような夢想である一

「ゴドフ・ワの目には一つの世界が映っていた。彼はノルマンディーの木立の間を彷

径い，垣根ごしに問題のブルターニュ生まれの騎士とブリオン夫人［ラ・シャントリ

ー夫人の娘］の姿を見かけるのだった。［……］こうした事物や場所の幻めいたものが

浮かび上がったのはしかし束の間のことだった」（ゆ。ノルマンディーの貴婦人とブル

ターニュの騎士との出会いによる二つの土地の名の結合の幻想は，コンブレーと対を

なす小説の舞台，未来のバルベックの地理にも影を落としたかもしれないのである。

二つの「海の国」 恋物語の背景

　新たな小説の計画を膨らませつつあった1908年の5月初め，プルーストはダルビ

ュフェラに宛てて，「進めている仕事」の一つが「貴族に関する研究」であると告げて

いる。これが同年書き始められた創作手帳カルネ1に「書かれたぺ一ジ」として挙げ

られている「ノルマンディーの紫陽花」というメモとおそらくは呼応すること，また，

75枚の用紙に書かれた小説の原型テクストとしてB．ド・ファ・ワが収録しているぺ

一ジによれば，「オンフルールからヴァローニュにかけ，またポン＝レヴェソクからサ



ノルマンディーのプルースト巡礼 37

ン＝ヴァーにかけて見られるあの美しい薔薇色の紫陽花のように」，根を降ろした地

の特性を色合に映し出し，その土地を象徴するノルマンディーの貴族たちの名前につ

いての考察として展開されるものであったことは，これまでに指摘されている（m。そ

して，幾つも集まって少しずつ色の変わった小さな花をつけるr紫陽花」の比喩に託

されたもう一つのモチーフは，さまざまな乙女たちへの多重の恋である。

　rサント＝ブーヴに反論する』に着手することになるその年の秋，カルネ1の14r。

（1908年11月頃）で，「私のノルマンディーの貴族たちの紫陽花」という言葉の少し後

にr私は五重の愛だ」と書きとめ，多重の恋の相手らしき一人をrそれはブルターニ

ュの駅馬車に乗った旅の女であった」と述べているように，ノルマンディーとブルタ

ーニュは，やがてバルベックとなる海辺の町での花咲く乙女たちとの恋の物語の書割

りとして融合することになるのである。

　ちなみに，「ブルターニュのゲルマント」（II，907）と呼ばれ，家系の繋がりをもつ

カンペルレQuimper16嬢（後のステルマリアStemaria嬢；ブルトン語でsterは水

を意味し（III，324），Kemperは川の合流点を指す）との恋と，rノルマンディーの紫

陽花」と形容される貴族の系譜とが纏れ合って醸し出す海と水の詩情は，1909年のカ

イエにおいて，内陸コンブレー近郊のゲルマントー族の名の夢想に吸収されている。

「ゲルマント夫人の従妹であるディーヴDives［削除］ポールPort公爵夫人の古いノ

ルマンディーの館を私が想像するとき，そこにはいつも大きな古い窓ガラスがあって，

その館が面している広場の突きあたりでは，まるで断崖のような花闘岩の教会の下に，

白く泡立つ風浪に打たれる永遠に冬の海が見えるのであった」働。いうならばゲルマ

ントの名前もまた，先に見たコンブレーの名と同様，名の奥底に水脈を秘めて構想さ

れたものなのかもしれない。

《peut－6tre　Norman出e，peut・◎tre　Bretagne》

一「風景」そして／もしくは「建築の美」

　ブルターニュとノルマンディーの結合が意味するもう一つのもの，それは自然の風

景と教会の結合であった。1906年8月6日夏の手紙の中でプルーストは，r建築の美

あるいは風景が特に感動的な場所の名前をいくつか言って下さったらどんなに嬉しい

か，そうした名は私にとって巡礼の目的になる」であろうと，マールに語る。やがて

出発する先がrノルマンディーかもしれないし，ブルターニュかもしれないし」，他の

場所かもしれないと言いながらも，その二日後の手紙では，「カン，バイユー，ル・マ



　38言語文化　Vo1，35

ン，フージェール，ヴィトレ，ヴァローニュ，クータンス，パンポル」といったpノ

ルマンディーのゴチック大聖堂の町やブルターニュの漁師町，好みの作家にゆかりの

ある古い町の名を列ねて，この二つの地方に関心を集中させているのである（13〕。

　r教会と風景の巡礼のための“助言”」を求められて中世建築図像学の権威が推薦し

たのはノルマンディーであった。「ノルマンディーの旅行は，おそらく，あなたにとっ

てよりお疲れが少ないものでしょう。カンとバイユーへ行く途中で，美しいものをい

くつか見ながら，短い日程でノルマンディー旅行をするやり方をお知らせします。ブ

ルターニュに行くには健康でなけれぱならないと思います。というのは，ブルターニ

ュで面白いものは，都市というよりも一往々にして町は凡庸ですr荒涼とした

村にあるからです。そこでは，苔の斑点がついた花崩岩の大きな教会，彫刻の施され

たカルヴァリオ［路傍礫刑像または聖堂囲い地内のキリストの受難を刻んだモニュメ

ン司，納骨堂が見られますが，そうしたものはみな街道から遠く離れて，野原のただ

なかにあるのです。そう離れていない町々のあるノルマンディー，そこに通じる快適

な汽車のほうが，病からの回復期にある方にとっては適当でしょう」（14）。病がちのひ

弱な体にとって行き易い場所という物理的理由がノルマンディー選択の要因の一つに

なっていることも見落してはならないが，それ以上に興味深いのは，マールの言葉に，

・マン派の作家達が開拓して以来ステレオタイプ化したノルマンディーとブルターニ

ュの対峙性が色濃く滲みでていることである。「もちろんノルマンディーでは，ブル

ターニュでのように詩情を見出すことはできないと思います。ノルマンディーには，

ブ・セリアンドの森［円卓の騎士の物語で魔法使いメルランや妖精ヴィヴィアーヌが

住んでいる伝説上の森。ブルターニュのPaimpontの森もしくはQuintinとSaint－

Brieucの間の北岸あたりにあったとされる］はありませんし，騎士たちが湖の妖精に

愛されたわけでもありません。ですが，フランスで最も美しい15世紀の教会の数々

や，ローマの建造物の遺跡と同じくらい壮大な廃雄が見られます」。

　ノルマンディーの都市の大聖堂に対する，ブルターニュのつつましやかな村の教会，

人知と技術を尽くした建造物の魅力に対する，人の手で変えられていない自然の風景

の詩情。もしその両方を手に入れたいと思うならば，求めるべきは，ノルマンディー

にありながらブルターニュを感じられる場所であって，その逆ではない一作家自身

の夢想の風景の表象は，こうして一つの方向性を与えられることになる。そして実際，

翌1907年から1914年まで毎夏カブールに赴き，その間何度も書簡でブルターニュヘ

の旅の希望を語りながらも，この執筆のきわめて重要な時期に作家はノルマンディー

にとどまり続けたのである。そして『失われた時を求めて』のなかには，ブルター二
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ユの夢想をのせて幻のようにノノレマンディーを駈けていくバルベック行きの汽車の途

中駅に，バイユー，クータンス，ヴィトレ，ケスタンベール，ポントルソンなど，二

つの地方に散らぱる固有名詞を振り当てた，夢の地図が誕生することになるだろう。

ケルクヴィル　　ノルマンディーのブルターニュ

　『失われた時を求めて』の登場人物ルグランダンによって，「マンシュ県・・…ゾルマ

ンディーとブノレターニュの間……バスーノルマンディー地方」（1，128）と形容される

町バルベックは，初期のカイエでは，コタンタン半島マンシュ県のシェルブールの中

心から4km北西に実在するケルクヴィルの名で登場する。このノルマンディーの西

境に位置する半島と，アルモリック［ブルターニュの旧名］はともに，シストと呼ば

れる軟らかな結晶片岩と固い砂岩が並行して走る帯層に花崩岩の核が入った古生代の

アルモリカ山塊に属しており，地質学的な景観からしてもブルターニュとノルマンデ

ィーを兼ねる現実の地図上の場所に，「土地と名」の最初の舞台構想が据えられていた

ことが分かる。

　カイエ32（1909－1910年）にまと

められたケルクヴィル滞在の物語に

は，そうした地理的条件が活かされ

ている。近代的避暑の様式にほかな

らない「海水浴」に出掛けることに

なって，語り手が「ノルマンディー

とブルターニュに旅行する」ことを

願うと，家族の者たちはそれなら

「“ノルマンディーとブルターニュの

間にある”ケルクヴィル」がよかろ

うと提案するのである（II，887）。

ただし，この旅の夢想は並立する二

つの土地への欲望に引き裂かれてお

り（「ノルマンディーの教会への欲

望とブルターニュの海への欲望」1，

955），ケルクヴィルは「そとふら出

発して二つの地方を“動きまわれ

鞍、

、
霧

Querquevilleの教会
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る” （II，887．傍点筆者）中継地点の役割を担わされている。このことは，r失われた

時を求めて』の印刷稿において，典型的なブルターニュを指向するルグランダンの言

葉（rフィニステール以上に最果ての地を感じさせる」r霧と砕け散る波」のr海の国

Ar－mor」）と，典型的なノルマンディーを表象するスワンの言葉（「ゴチック・ノルマ

ンのきわめて面白い見本」のような教会を有する町）が共に一つの土地バルベックそ

のものを指向しているのとは対照的である（1，377－378）。

　実際，一度目のバルベック滞在の核ともなる教会見学と夢／現実のずれによる失望

のモチーフは，この時期，ケルクヴィルの町の内部では起こっていない。というより

も，その名の意味するところとは矛盾して（後にブリショが語源を披露するように，

carque＝教会，ville＝町で“教会のある町”を意味する名でありながら（至5》），このカイ

エのケルクヴィルには教会がないのである。ゴチック教会見学のエピソードは，ケル

クヴィルヘ汽車で行く途中の町か，そこからのエクスカーション先の町で演出されて

おり，それはアミアンであったり，カンであったり，「SaintMichel－en－Merと呼ばれ

る教会」⑯であったりする。

　なぜ，プルーストは小説舞台のケルクヴィルに教会を建てなかったのだろうか。と

いうのも，実在のケルクヴィルの，海をはるかに見下ろす丘には，10世紀に建てられ

た部分を残す小さな礼拝堂ChapelleSaint・Germain（身廊は16世紀末一17世紀のも

の）があるからだ。「歴史的建造物に分類されているこの教会は，部分的には10世紀

以前に遡り，ローマの神殿の廃櫨のうえに建てられたと言われている。ケルクヴィル

の要塞は，今ではシェルブールの要塞の一部をなしている」（17》とXIX世紀ラルース

に紹介されている町をモデルにしながら，rその地の貴族がまだ住んでいる古い館に

囲まれた広場」や，「遥かに下に荒々しい海が見える」ことや「壊れた城壁」のことし

か語らないのはなぜか（II，900）。書簡集の中にはケルクヴィルの名そのものが出て

こない（テクスト生成の研究老にとってこれほど重要な固有名詞が現れていないとい

うことは，作者の生の証言である書簡集の読み方に大いに注意を促すものである）が，

プルーストはその実態をどの程度知っていたのだろう。それとも，伏せられた情報で

あることこそが，重要な意味を匂わせているのか，あるいはカイエ32のなかで繰り返

されている「ゴチック・ノルマン」へのこだわり，しかも「ノルマンディーで最高に

美しく」「有名な」「大聖堂」への偏愛が，まるで呪縛のように，それに値しない教会

への言及を封じ込めてしまったとは考えられないだろうか。
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無視された教会の思い出に一見ることと語ること

　1895年のベグ＝メイユ滞在をふまえて書かれたrジャン・サントゥイユ』におい

て，嵐を見にペンマルク岬へと赴くジャンの目には，『失われた時を求めて』の語り手

ならぱブルターニュの風雨に打たれるさまを狂喜して眺めたであろうペンマルクの教

会は見えていない。ところが，実に興味深いことに，この小説の試作が放棄されてか

らほぼ10年後，r失われた時を求めて』を書きつつあったプルーストは，ペンマルク

の町に教会を登場させている。友人のモンタルジと一緒に画家のエルスチールに会い

に行くという，rジャン・サントウィユ』冒頭の作家Cとの出会いの焼直しのような

場面で，主人公は「天気の悪い日に嵐を見にいく」には「ペンマルクとラ岬とどちら

がより美しいか」と画家に尋ね，「ペンマルクのフランボワイヤン様式の教会」が話題

になるのである（18）。そして，新旧灯台の立つペンマルク岬から3kmほど奥まったと

ころにある，船の浮き彫りで外壁を飾られたペンマルクの聖ノンナ教会は，確かに16

世紀のゴチック・フランボワイヤンである。

　『ジャン・サントゥイユ』のなかに僅かながら姿を見せている教会や礼拝堂は，その

外観も内装も，綿密な観察描写の対象にはまったくなっていなかった。それが語られ

るようになったのは，明らかに，ラスキンとマールから受けた“目の手術”（II，623）

のおかげである。彼らの著作を読むことでプルーストが学んだものは，単に教会建築

についての細々とした知識だけではなく，多様と変化と不調和や矛盾さえをも含んだ

構造への意志というゴチソク精神の意味であり，また，ゴチック様式の技術の伝播と

図像モチーフの創意の系統が明らかにする，大聖堂をもつ町々の関係性，名の連鎖で

あった。それは，世界の見方，そして小説の中でのその再創造の方法であったといっ

てよい。構造性の習得が，それを欠いていた『ジャン・サントゥイユ』をプルースト

に放棄させ，来るべき小説の「土地と名」の系譜の構想を芽生えさせたとすれば（19》，

ゴチックの大聖堂との出会いは彼にとってかけがえのないものであったろう。しかし

ながら，ものの見方の新しい目覚めによって，かえって見えなくなるものもある。マ

ールの弟子となることによって失われたかもしれないもの，典型的な「ゴチック・ノ

ルマン」への偏愛が遠ざけたかもしれないものは何だっただろうか。

　1904年に「フィガ・」紙に掲載され，後に自らの手で編むr模作と雑録』（1919年）

ではr虐殺された教会の思い出に」という題の文章の一部に組み込まれた試論r大聖

堂の死」のなかで，プルーストは，マールのr『フランス13世紀の宗教芸術』という
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見事な本」の心酔者らしく，r大聖堂はわが国の芸術の最も美しい建造物である」と語

る。政教分離の法案成立に向かう動きに対して書かれたその一文を，1906年にマール

に送る際には，r私は建築のことについてはまったく無知ですし，博識者としてよりも

むしろ詩人としてのあなたに助言を求めたいのです。一般的にいって，私が最も心打

たれるのは・マネスクですが，（芸術辞典か百科事典かで，あなたが・マネスク建築に

ついてお書きになられた論文では）・マネスクよりもゴチックの方をお好みでいらっ

しゃるようにお見受けしました」（20）と述べているにしてもである。ここで触れられて

いるマールの論文とは，1902年に刊行された芸術史概論に所収のr・マネスク様

式」（21）であり，そこで，・マネスク建築には「重苦しさの欠陥があり」，「ロマネスク教

会の図像学はゴチックの大聖堂に比ぺるといささか貧しい」とあるのをプルーストは

読んでいるわけである。後に『フランス12世紀の宗教芸術』（1922年）を著し，先の

ゴチック図像学の記念碑的な論功に勝るとも劣らぬ豊かさで・マネスク教会の図像を

解説することになるにしても，r私の唯一の取り柄は，フランスを愛しているというこ

とです」（22）というマールにとって，〈オリエント性＞が勝ち誇っていたと彼の考える・

マネスク芸術は，“opus　francigenum”たるゴチックを準備したという意味に於いて

こそr偉大」なのである。r13世紀はすべてを偉大にし，すべてを美しくした。13世

紀は形体と思想を完壁なまでに高めた。しかし13世紀が12世紀に負うているものを

忘れてしまうべきではない」一「オリエント芸術の支配は13世紀に突然終わり，開

花したフランスの才能はこの時まったく新しい装飾芸術を創りだす。［……］フラン

スは世界に若々しい命を取り戻させたのである」（23｝。

　このゴチック賛美は，当然ながら，この様式が花開いたイル；ドiフランスやその

伝播の主流を担った土地および，ゴチック発祥の地ノルマンディーへの強い愛着とも

結びつく。一方，ブルターニュのゴチックについては，著書『13世紀の宗教芸術』で

マールはほとんど沈黙しているのである。確かにブルターニュは，・マネスクおよび

ゴチック技術の伝播を支えたサンチアゴ＝デ＝コンポステラ巡礼のルートからは外れて

おり，またゴチックの主要な流派の拠点にもなっていない。それでも，この地にキリ

スト教の礎を築いた聖人の墓を有する七つの大聖堂への巡礼が12－16世紀に盛んで

あったし，マールの後継者H．フォシオンは「ブルターニュ地方では，フランボワイヤ

ン芸術が堅い花嵩岩を相手に持前の曲線を描き挙げている」（24）と述ぺている。ブルタ

ーニュらしさは，先に引用した手紙でマールが語っているような独特の聖堂配置や，

教会内部の木彫装飾，人物像の面白さに現れているにせよ，ブルターニュの大聖堂は

ゴチック・ノルマンの影響をやはり受けてはいるのである。
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　ラスキン，そして実際に書簡のやりとりをしたマールから，プルーストがrゴチッ

ク・ノルマンの典型」への偏愛を吹き込まれたためか，あるいは小説執筆期の保養地

にノルマンディーが選ばれたという偶発的な理由でか，ブルターニュの教会は新たな

注視を浴ぴて『失われた時を求めて』のなかに甦ることはない。しかしながら私たち

にとって重要に思われる問題は，このノルマンディーの地そのものにおいて，はたし

てプルーストが，マールに代表されるような，博識を以て図像の系譜を見抜くという

教養主義的な教会建築の理解，ゴチック建築に総合芸術としての全体性，構造性，知

的秩序への意志をみる同時代の美学にひとたぴ染まった後で，それを乗り越えること

になったかどうかということなのである。’ の問いに，プルーストは，小説のなかの

r土地と名」の夢想／現実のずれの習得のテーマの方向転換を自ら横切ることで答え

ているように思われる。

救われた教会たち

　「カブールから，ノルマンディーを横切っていくつもの教会を見に行っています」（25）

と，1907年の夏にプルーストは友人に報告する。そこで見られた教会のうち，幾つの

ものが『失われた時を求めて』のなかで語られているのだろうか。ヴィルパリシ夫人

と馬車で，アルベルチーヌとは自動車で散策する二回のバルベック滞在には，語られ

なかった多くのノルマンディーの教会たちの影が潜んでいるように思われる。

　散歩の途中，マルタンヴィルの鐘塔と同種の予感を受けながら解明には至らなかっ

た，いわゆる特権的瞬間の失敗のエピソードで知られるHudimesni1は，クータンス

から24kmのところに実在するマンシュ県の村だが，そこで語り手の目に映るのは

「三本の木」であって，14世紀の塔と内陣をもつ村の大きな教会ではない。また，作中

人物であるノルマンディー貴族の名として親しみ深いCambremerは，リジューから

14kmのカルヴァドス県の小郡役場所在地で，Dives川の支流の水源近くにあり（一

merはr沼地」を意味するとブリショは解説するIII，328），かつてはバイユーの司教

区の7つの男爵領のうちの1つであったが，八辺形の木の尖塔を頂く12世紀のロマ

ネスクの塔のあるこの町の教会が小説で語られることはない。それらの教会に対する

沈黙は，プルーストの可能な行動範囲内にあってもそれを見る機会があったとは限ら

ないということなのか，あるいは別の名の教会にその現実を断片的になりとも貸し与

えたからなのか。一度目のバルベック滞在に比べて，二度目には，語り手の訪れる小

さな教会が増えるのは，物語の時間のなかで何らかの習得がなされ，語り手のまなざ
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Hudimesnilの教会

》
－

　　　Cambremerの教会

虚構と現実の対応に法則性がないことを決定的に証明することもおそらくは不可能な

のだ。確かなことは，プルーストが，二度目のバノレベック滞在のためのカイエ72

（1915年）のなかに，美術史家の目をくぐり抜けてしまいそうなこうしたささやかな

教会の名を書込んでいくことである。そうすることで作家は，自分自身のまなざしを

自覚しつつあったように思われる。

　二度目のバルベックで，エルスチールの弟子よろしく絵筆をとり，描く主題を求め

て鄙ぴた教会を見てまわるアルベルチーヌは，画家の教えどおり，「修復されている」

しに変化があったということか。それにして

も，r木蔦の下に樽るCriqueboeufの小さな

教会」に早くから書簡の中で何度も言及し，

Carquevilleの教会の名で一度目のバルベッ

クに登場させた（26）のは，それがカミーユ・

フレール，モザン，ブーダン，ヨンキントら

によって絵に描かれたものだったからだろう

か。なぜあるものは現実から虚構世界へと飛

翔し，あるものはそうでないのか。作品をも

とに，書簡のような作家の生の証言を駆使し

て組み立てられる可能な伝記は，そして作家

の伝記的事実をなぞる巡礼の旅は，かえって

創造行為に潜むこの根源的な偶発性，恣意性，

飛躍を暴きだすばかりである。それでいて，
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灘響難欝撒繍　

　　　　　　Criqueboeufの教会（カミーユ・フレール作と推定される）

マルクーヴィル・ロルグイユーズの教会には関心を示さない。1907年夏にはマーノレ

ヘの手紙で同じことを口にしていた（r修復された建造物は，12世紀以来死んでいる

石と同じ印象を私に与えません」（27））プルーストは，今や語り手を通して，そうした修

復の有無にこだわる見方をr客観的な建築物の価値に執着したフェティシズム」（III，

402）と呼ぶようになっているのである。「彼の唱える印象主義と矛盾して［……］考

古学者のように建物固有の価値を検討する」エルスチールの見方への批判は，『囚われ

の女』ではいっそう明確にされる。「エノレスチールが絵を描くとき，病院や学校や壁の

ポスター一などは，その脇にあるこの上もなく見事な大聖堂と，分割しえぬ一つのイマ

ージュのなかで，同じ価値を持つのではないか」　　　r建物が新しくても問題ではな

い」（m，673），同じ視線の光に浸されているならば，と。19！4年のカイエ54の裏ぺ

一ジには「良い修復と悪い修復についてのエノレスチール（マール）の意見」という加

筆があり，エノレスチールの見解を卒業することが，マールの乗り越えと重なるもので

あることが意識されている。

　近代的な風景から目を背けないこと，建物の客観的な美学上の価値を理解してもそ

れに従属はしないこと，それはかつてラスキンを越えたようにマールを越える二とで

もある。自らが学んだ美意識を，まずは吸収し，やがて越えていくプルーストの伸び

やかさ。この止むことのない永遠の脱皮，自己変容の予感が，r失われた時を求めて』

の最大の魅力ではないかと私は思うのだが，しかし今そうして，エルスチールに逆い，
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マールに逆らって，プルーストの美学はどこへ行こうとしているのだろう。

　r土地と名」の夢想と現実のずれの最初の体験として，バルベック教会を前にした主

人公が感じる失望は本当のところ何なのか。美術史の知識を呼び起こし，当てはめて

確認することができなかったことにあるのか，近代的な町の「他のすべてのものと一

体になった」教会がr家々の煙突を浸しているのと同じ光に浸されて熟れている」（II，

19－20）印象を抱きながら，その意味がその場で把握できなかった悔いなのか，スワン

とルグランダンの言葉から作り上げていた名の夢想を単になぞれなかったことの幻滅

か。バルベックという虚構の名の夢想形成に提供されていたのは，ラスキン，マール，

ロマン派以降の作家たちによる，小説の外の現実一実在するゴチック教会やノルマ

ンディー一についての情報であって，それが小説内部の現実である虚構の土地と触

れ合おうとして起こっている奇妙なすれ違いの感覚が，むしろここで問題になってい

るのではなかろうか。現実のレフェランスと虚構のr土地と名」との乱反射を習得の

テーマの底に潜ませること，それが教会というモチーフを通してプルースト自身が習

得していった方法一美術史家としてでも画家としてでもなく，小説家としての方法

一だったのではないかと思われる。その契機は執筆のさまざまな段階に訪れたであ

ろうが，ここでは現実と虚構の複雑な照らし合いの例として，小説のなかのバルベッ

クにゴチック・ノルマンの典型の教会が建てられることに関わった現実の断片，ディ

」ヴという町の存在に注目してみよう。

バルベックにゴチック・ノルマンの典型の教会が建つために一二つのDives

　Divesという名に対するプルーストの関心の深さは，ダニエル・アレヴィらととも

に1893年夏に計画していた書簡体小説の登場人物が，Pauline　de　Dives，n6e　de

Gouvresと名付けられていることからも察せられよう（28）。他にも，deDreux，de

Buivre，d7Estranges等の名にDivesを付けてもよい，と言っているほどにDivesと

いう名にこだわりを見せているのは，その隣町カブールに1890年，1891年に滞在し

た際の思い出によるものなのだろうか。ただし，この時の構想が『楽しみと日々』の

中に吸収されたときには，ヒ・インの名前から用心深くDivesが外されている。

　その10年後，書簡のなかに改めてDivesの名が現れる。今度は人の名としてでは

なく，訪ねるべき土地の名前として（29）。さらに1908年8月半ばに，「カン，バイユ

ー，バル・ワ，ディーヴに行ってきました。それほど疲れがひどくなければ，ジュミ

エージュ，ポン＝トードメール，リジュー，サン＝ジョルジュ＝ド＝ボシェルヴィル，
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ファレーズ，サン＝ヴァンドリーユにも行くつもりです」（30）とマールに書き送ってい

るのは，「ノルマンディーで興味深いもの」についての美術史家の薦めに従づて，ゴチ

ック教会および中世の町巡りを実践しつつある経過報告のつもりだろう。

　近代的な海水浴場としてひらけたカブールに，Dives川を挟んで隣り合うDives－

sur・Merは，ノルマンディー公ギヨームがイギリス征服に船出した港とセヴィニエ夫

人の滞在した旅籠のある歴史の古い町である。1001年にカブールの漁師が海から引

き上げた，十字架のないキリスト像と，その3年後にディーヴの漁師がやはり海で見

つけた十字架とはぴったり合致し，ディーヴのNotre・Dame教会に収められたとい

う。11世紀のロマネスクの翼廊交叉部を残した，14－15世紀のこのゴチック教会の

ステンドグラスに実際に描かれている「海から引き上げられた奇跡のキリスト像」伝

説は随分プルーストの気に入ったらしく，最終的にバルベソク教会のものとして使わ

れることになる。

　ところで，rサントiブーヴに反論する』の最初のカイエ3（1908末一1909初）で

は，ディーヴの名に結び付けられて出てくるこのモチーフは，やがてその実在の名と

引き離され，カイエ32（1909－1910年）のなかでは，ケルクヴィルヘの旅の途中ない

しは滞在中に訪れるゴチック・ノルマンのさまざまな大聖堂や教会に振り当てられる。

この像をもつ教会は，ある時は「桃色の花嵐岩」と「波の砕け散る海」の間に夢想さ

れるSt・Miche1－en－Mer教会（31），またある時には潮津波を見に訪れるBouillebecの近

くの「ノルマンディーで最も美しいゴチックの礼拝堂」である（32）。

　海または水のイメージと結びついたこの「奇跡のキリスト」のモチーフに執着しな

がらも，それを実際に有するディーヴ名を遠ざけ，かつ旅行の目的でもある「あまり

にも近代的な」「海水浴」の地ケルクヴィルの町の外に，このモチーフをあてはめるべ

き「訪れるに値する」（33）教会を求めているのには，プルーストがそれまでに体験した

現実から虚構世界を遊離させていく際の試行錯誤が見られるように思われる。すなわ

ち，Dives－surMerの教会は，図像学的・建築学的に見たゴチック・ノルマンの傑作

ではないという判断，海水浴場と距離をおいてではあっても同じ町に甕えるゴチッ

ク・ノルマンの典型という設定（小説内のバルベックの現実）は，波飛沫をうけて断

崖絶壁に建つ大聖堂（バルベックの名の夢想）と同じく無理がある一St－Maloや

Mont－St・Michelの修道院のような特殊な・ケーションを除いて，本来中世の都市の

発達と歩みを共にした大聖堂建築は，人里離れた場所や荒々しい自然と直に接すると

ころに築かれることは稀である一といった判断がはたらいたのだろう。虚構と現実

を織り交ぜるこうした作業において，作家の想像力は奇妙にも現実主義的なのだ。そ
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　　St－Pierre－sur－Divesの教会

Dives川を30kmほど湖ったところには，

Divesが存在するのである。ファレーズとリジューの間にあり，かつてはブルターニ

ュヘの通行の要所であったこの町に，ノルマンディー公ギヨームは母から受け継いだ

聖堂を1067年に完成させる。12世紀半ば，修道院長エモンによって，シャルトノレの

ノートノレーダム大聖堂とのつながりを意識しながら再建されたSt－Pierre－sur－Dives

のNotre－Dame修道院付属教会は，13　14世紀のゴチック・ノノレマンの最盛期の傑

作とされる教会参事室と粕薬をかけた敷石装飾で有名であるが，他にも12世紀の・

マネスクの塔や回廊，やはりゴチック・ノルマンの特徴である13世紀採光塔，14－15

の西側正面，創設者レスリーヌ伯爵夫人の墓石などを有する，「あらゆる世紀をもった

大聖堂」（34）である。

　1918年8月のラクルテノレ宛の手紙でプルーストは，コンブレーの教会の「敷石」が

「Saint－Pierre－sur－DivesもしくはLisieuxから」着想を得たものであったことを告げ

ているが（35），この回想に対応する実体験は，カブールのグランド・ホテルからリュイ

ス夫人に宛てた，1907年9月15日のものとみられる手紙に語られているものと考え

られる　　「昨日，私はSaint－PierredeDivesの墓石を見にいってきました，それと

Falaiseにも」（36）。やがてそれは，1908年5月初めにプルーストがルイ・ダルビュフ

ェラに語っているように，「私が進めている仕事」の主題の一つ「墓石に関する研

究」（37）の構想となり，結局はrスワン家の方へ』の最終稿の僅か一行に集約されるこ

して近代的な海水浴場の町の外にではなく，

同じ町において，ゴチック・ノルマン典型の

教会を餐えさせるという，自らの創造世界の

虚構性を意識し，虚構から出発して現実を物

色し始めたとき，すでに自分が知っているは

ずのきわめて興味深い現実を思い起したので

はなかろうか。それは，同じ町ではないが，

同じ名をもつ二つの町ディーヴの存在である。

　『失われた時を求めて』のBalbec－le－

Vieux，すなわち教会のあるBalbec－en－

Terreは，近代の聖堂ともいうべきグラン

ド・ホテルが聾える浜べのBalbec－Plageか

ら奇妙にも「5里以上も離れた」ところに設

定されている。そしてカブーノレが背にする

　もう一つのディーヴ，Saint－Pierre－sur一
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とになる。また，同じ1908年の春一夏頃に書かれたとされるテクストのなかでは，

rノルマンディーの紫陽花」に比された青年貴族の名がrサンーピエール＝シュール篇

ディーヴの教会の深紅の鐘塔と同一の平面上に建っている」（38）。これは，1909－1910

年のカイエ29のなかで，後のバルベック教会見学のエピソードを担っていたバイユ

ーの名の夢想一「赤みがかった高貴なレースをまとってあんなにも高く」（1，381），

rマチルド王妃のレース帽子をかぶったように，その古い鐘塔と名の下に見える」（39）

一における“赤い鐘塔”のイマージュと結びつくものだろう。

　つまり，St・Pierre－surDivesの教会は，コンプレーの教会に「敷石」のモチーフを

貸し与えることになる一方で，バイユーの教会を介して，バルベックの教会とも結び

つくことになるのだ。1907年の夏，間を置かずして訪ねた二つのディーヴをプルース

トが思い起こしたとき，同じ名が手繰り寄せる立地条件の創造的融合によって，近代

的海水浴場との隣接（Dives・sur・mer）と，鑑賞の価値のあるゴチック・ノルマンの典

型（SaintPierre・sur・Dives）を組み合わせたバルベックー作家にとっては夢の風景

であり，虚構世界の主人公にとっては現実の風景であるもの一が誕生したと考える

ことはできないか。そうした夢想を読者に誘い出すほどに，『失われた時を求めて』

は，虚構の土地と名，現実の土地と名の錯綜したコントルダンスの名残をとどめてい

るのである。

・
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